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は じめ に

絵本は本 と比べ絵が占める比重が大 きい。 とはいっても絵だけを見ていてもいけない。絵本が

「絵画的要素 と文学的要素の両側面をもっている」1ことに異論はな く、絵 と文(テ クス ト)の 関

連性をじゅうぶん念頭におく必要がある。

かつての絵本は、 コス トの面から白黒印刷だったり数色を指定 した印刷だったりしたが、今や

フルカラー主流の時代である。色彩豊かな絵で構成される絵本は多 くあるが、あえて抑えた色味

が選択される場合 もあり多種におよぶ。中には、一定の色彩を保 っていたがある時ふと色の調子

をくずす絵本がある。色調の変化がもたらす効果について、三冊の絵本を取 り上げて考察する。

1.色 の強調― マー ク ・ク ラウス 『は なを くん くん』

色は、絵本を構成する大切な一要素である。 どこにどの色を置 くか、画家による緻密な計算が

されていよう。色を目立たせるための一例を挙げる。

『あかがいちばん』2に色調の変化はないが、注目させたい色を際立たせるような工夫が目立っ。

使われる色は、赤 ・青 ・黄 ・緑 といった限られた数色だ。青は網かけ(ド ット)で 薄 くしか印刷

されず、主人公の女の子が大好 きな“赤” を強調する。 どのページを見ても、明度 ・彩度 ともに

高い赤が目に飛び込んでくる。主役 となる“赤” のため他の色は抑えられているのだ。

今では本屋に行 くと色鮮やかな表紙の絵本が目につく。反対に白黒の絵本 も多数存在 し、定番

になっているものもある。それらの作者はどのような状況で白黒を選んだのか。まず、以前の印

刷技術を振 りかえる。

かつ て 、 写 真製 版 に よ る カ ラ ー印 刷 の精 度 が じ ゅ うぶ ん で な く、 コス トが 高 か った 時代 に は、
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絵 本 の絵 は、『100ま ん び き の ね こ』(ガ ア グ)や『 も りの なか 』(エ ッツ)、 『か もさ ん お と お り』

な どの よ うに、 黒 や セ ピアー 色 の もの や、『ア ンガ ス と あ ひ る』(フ ラ ッ ク)や『 三 び きの や ぎ

の が らが ら どん』(ブ ラ ウ ン)、 『ラ チ と らいお ん 』(マ レー ク)、 『どろ ん こハ リー』(ジ オ ン作 、

グ レア ム絵)な どの よ うに、 限 られ た二 、 三 色 を版 画 の よ うに使 った もの が主 流 で した。 と こ

ろ が い ま で は、 どん な に た くさ ん の色 を使 い、 どれ ほ ど緻 密 な描 写 を した原 画 で も、 た い して

よ ぶ ん な コス トを か け ず に きれ い に 印刷 す る こ とが可 能 に な って い ま す。3

た とえ コス トの制 約 が あ った と して も、 作 者 た ち は 「制 約 を逆 手 に と って、 子 ど もた ち に と っ

て最 高 の も の を作 る す べ を 心 得 て い た」4。 こ こで 、“白 黒” 印 刷 が メ イ ンで あ る 『は な を くん く

ん』5を例 に挙 げ る。

表 紙 ・裏 表 紙 の前 面 に黄 色 が使 用 さ れ て い るが、 本 を 開 く と“ 黄 色” の登 場 が大 切 に あ た た め

られ て い る と気 づ く。 白黒 の ペ ー ジが続 き、 有 彩 色 が な か な か 出 て こな い の だ。

絵 は木 炭 で描 か れ た よ うな黒 一 色 で あ る。 豊 か な 階調 に よ って、 雪 が 降 って い る冬 景 色 と冬 眠

す る動 物 た ち が あ らわ さ れ る。 す る と、 眠 って い るの ね ず み、 くま、 ち っち ゃな か たつ む り、 り

す 、

　やまねずみ（ウッドチャック）

が 急 に 目 を覚 ま し、 物 語 が 展 開 す る。 「は な を くん くん 」 しな が ら 「み ん な か け

て」 行 く。 か け て い った先 に は、 春 の兆 しを あ らわ す“ 黄 色 い花” が一 輪 咲 い て い る。 周 りに は

ま だ雪 が 降 り続 け て い る こ とか ら、 現 実 で は な く幻 の花 か も しれ な い。 色 のつ け方 も動 物 に比 べ

て平 面 的 で、 浮 い て い るよ うに も見 え る。 しか し、 唯 一 の有 彩 色(黄 色)で 着 色 さ れ た花 が“ 動

物 た ち に と って喜 ば しい春” の到 来 を象 徴 して い る。

ま た、 眠 って い る場 面 とは な を くん くん しな が ら駆 け 出 す場 面 に は 時 間 の推 移 が あ る。 の ねず

み とか たつ む りの画 面 を見 比 べ る と特 に よ くわ か る。 ず っ と降 って い た雪 が さ らに積 も り、 画 面

は 白 さ を増 す 。 丘 や木 に積 もる雪 量 も増 え る。 テ ク ス トを 見 て も、 「の ね ず み が ね む って るよ、 …

(同 様 に くま ・か たつ む り ・りす … 筆 者 補 。)…

やまねずみ

（ウッドチャック） が じめ ん の な か で ね む って るよ。」 ま

で一文で示される。

黄色を含め他の有彩色をはじめか ら使 っていては、ここまで読者をひきつけられない。“長い

間待ち望んだ春” が、最終画面に置かれた一点の“黄色” に集約されているといえよう。

2.異 世 界 と の 逆 転― ジ ョ ン ・バ ー ニ ン ガ ム 『お じ い ち ゃ ん 』

左 右 の ペ ー ジで セ ピア色 と フル カ ラー を使 い分 け た絵 本 が あ る。 ジ ョ ン ・バ ー ニ ンガ ム の 『お

じい ち ゃん 』6だ。 お じい ち ゃん と孫 娘 の短 い会 話 文 で 構 成 さ れ、 地 の 文 は な い。 原 文7で は孫 娘

の こ とば が斜 体 字 で表 され 、GRANPAの 発 言 と区 別 され て い る。 谷 川 俊 太 郎 訳 の 日本 語 版 に差

異 は な い。 主 に お じい ち ゃん と孫 娘 が い るペ ー ジは フル カ ラー で右 側 に描 か れ る。 左 側 は上 に会

話 文 、下 に絵 が セ ピア色 で描 か れ る。 カ ラー ペ ー ジ は現 実 、 セ ピア色 の ペ ー ジは夢 や幻 想 の世界 ・

過 去 ・未 来 な ど、 現 実 とず れ た 時空 間 を描 く こ とが多 い。8

二 種 の絵 の うち、右 ペ ー ジ に配 され る着 彩 画 はそ の場 の状 況 を表 す が、 左 ペ ー ジの単 色 スケ ッ
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チ風の方は、想像上の情景や過去や未来の様相など、異空間を表現 していて、それが何かの説

明はない。9

第 四画 面 を例 に挙 げ よ う。 右 側(カ ラー)に お 医者 さ ん ご っ こを して い る二 人 が描 か れ、 お じ

い ち ゃん は 「ぬ い ぐ るみ の くまが お ん な の こだ な ん て し らん か った よ。」 と言 う。 左 に は ドレ ッ

サ ー の前 で化 粧 を す るぬ い ぐ るみ の くま が セ ピア色 で描 か れ る。 ワ ン ピー ス を着 て ハ イ ヒー ル を

履 き、 ネ ッ ク レス ま でつ け て い る。 これ は夢 や幻 想 の世 界 に分 類 で きよ う。 現 実(カ ラー)の く

ま は患 者 役 で、 服 を着 ず に医 者役 の お じい ち ゃん の ひざ に い る。 ナ ー ス役 の孫 娘 は、 口 を開 け き ょ

とん と した顔 で お じい ち ゃん の か た わ らに立 って い る。

左(セ ピア ・ず れ た 時空 間)右(カ ラー ・現 実)と い った、 左 右 を書 き分 け る形 式 は ほ ぼ くず

され る こ とが な い が、 い くつ か例 外 が あ る。

一つ 目の例 外 は第 六 画 面
、 左 右 と もに カ ラー ペ ー ジで あ る。 お じい ち ゃん と孫 娘 の仲 違 い が描

か れ、 左 ペ ー ジに孫 娘 、 右 ペ ー ジに お じい ち ゃん が立 って い る。 お じい ち ゃん は 「お じい ち ゃん

に む か って そ うい う くち の き きか た は な い だ ろ。」 と言 うが 、 孫 娘 か らの返 答 は な い 。 孫 娘 は左

ペ ー ジ中央 に真 横 を 向 い て立 って い る。 お じい ち ゃん に背 を 向 け、 全 身 は左 に 向 け て い る。 腰 に

手 を 当 て て 口 を尖 らせ、 す ね た よ うな横 顔 だ。 お じい ち ゃん は右 ペ ー ジの右 よ りに新 聞 を持 って

立 って い る。 顔 と体 は や や正 面 に 向 い て反 対 側 に い る孫 娘 を気 に して い るよ うだ。 人 物 の位 置 に

注 目す る と、 お じい ち ゃん が い る右 ペ ー ジの左 半 分 が空 白 で あ る。 通 常 な ら二 人 で い るはず の右

ペ ー ジか ら、 孫 娘 が左 ペ ー ジへ 出 て行 った よ うに も見 え る。

続 く第 七 画 面 は、 お じい ち ゃん の家 の庭 で ま ま ご とを す る二 人 が見 開 きい っぱ い に カ ラー で描

か れ て い る。 二つ 目の例 外 で あ る。 孫 娘 が土 で作 った 「い ち ご ・あ い す く りー む」 を お じい ち ゃ

ん は食 べ て い る。人 物 以 外 は描 か れ な か った第 六 画 面 と は う って変 わ って に ぎや か な 画面 で あ る。

お じい ち ゃん は ア イス を 「ち ょ これー と」 味 だ と勘 違 い したが、 二 人 の仲 は元 通 りに な っ た と知 っ

て読 者 は安 心 す る。

第 七 画 面 あ た りか ら、 春 か ら夏 へ 季 節 が移 り変 わ る。 「い ち ご ・あ い す く りー む 」 を 食 べ る お

じい ち ゃん と孫 娘 は半 袖 を着 て お り、 第 八 、 九 画 面 は浜 辺 に 出 か け て い る。 第 十 一 画 面 で は、 湖

で釣 りを す る二 人 の頭 上 に紅 葉 した木 が描 か れ る。 湖 に は落 ち葉 が浮 い た り沈 ん だ り、 服 装 もす

で に秋 で あ る。 第十 二 画 面 に は、 雪 が 積 も る道 を散 歩 す る二 人 が い る。 木 の 葉 も落 ち た冬 景 色 だ 。

第 十 三 画 面 は、 体 調 を くず した お じい ち ゃん が描 か れ る。 パ ジ ャマ に ガ ウ ンを羽 織 りひ ざ掛 け

も使 って 暖 か く して、 ひ じか け イ ス に座 って い る。 サ イ ドテ ー ブル に は薬 や コ ップ が置 か れ る。

左 側 に は氷 枕 や体 温 計 を描 き、 「き ょう は そ とで あ そべ な い」 お じい ち ゃん の病 気 を強 調 す る。

第 十 四画 面 は、 ほぼ 回復 したお じい ち ゃん が現 れ る。 孫娘 を ひ ざ に のせ て ひ じか け イ ス に座 り、

一 緒 に子 ど も番 組 を見 て い る
。 お じい ち ゃん の手 に はパ イ プ、 サ イ ドテ ー ブル に は マ ッチ が置 か

れ、 普 段 の生 活 に戻 れ そ うな様 子 が うか が え る。 孫 娘 の言 葉 は 「あ した は い っ し ょに あ ふ りか へ

い って、 お じい ち ゃん は せ ん ち ょ うに な って くれ る?」 で、 しば ら く一 緒 に遊 べ な か った お じい

ち ゃん との 時 間 を楽 しみ に待 って い る。
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第十五場面で、突如おじいちゃんがいなくなってしまう。主をなくしたひじかけイスが、おじ

いちゃんの死を物語 る。右ページにはひじかけイスとサイ ドテーブルが弱々しい輪郭のカラーで

描かれ、空虚な印象を読者に与える。左ページには、イスの上にひざを抱えて座 る孫娘がセピア

色で描かれている。三つ めの例外である。今まではカラーで描かれていた人物(孫 娘)が 急にセ

ピア色で示され、読者の目を釘づけにする。孫娘は無言 ・無表情でぽつんと左ページ中央にいて、

右ページのひじかけイスを見つ めている。影のような斜線 も描かれていない淡白な絵だ。おじい

ちゃんの不在をただ見つ めるしかない孫娘の空白な思いをあらわしている。イスの上にしゃがむ

彼女の足は地面についていない。イスがなければ肉体が宙に浮いている孫娘の体勢は、祖父の喪

失 という不安定さをも表現 しているといえる。

ここでひじかけイスについてまとめよう。おじいちゃんは、初登場 シーンから緑色のひじかけ

イスに座 っている。その後 もたびたび出てくるひじかけイスはおじいちゃんの定位置であり象徴

でもある。第十五画面の誰 も座 らない緑色のひじかけイスは、おじいちゃんの死を視覚的に印象

づける。セピア色で描かれた孫娘は、現実世界から異世界へ移 ってしまったかのようだ。彼女は

異世界からおじいちゃんのひじかけイスを見つ め、おじいちゃんとの日々を思い出しているのか

もしれない。あるいは、第一画面から始まる二人のエピソー ド自体が、すでにおじいちゃんを亡

くした第十五画面の孫娘による回想だとも解釈できる。

バーニンガムは、最終画面である第十六画面(見 開き半ページ、左側のみ)を カラーの背景で

描いている。絵のみでテクス トは書かれない。夕暮れ時だろうか、太陽が地平線に近いころにベ

ビーカーを押 して丘を走 る孫娘の絵だ10。髪のなびき方から彼女が疾走 しているとわかる。 うし

ろからは犬がついて走 る。犬は第七画面でおじいちゃんの足元に寝そべって登場 しており、おじ

いちゃんの家の犬だと考えられる。

第十五画面で終わらせると、淡泊な筆致で描かれたセピア色の孫娘によって読者は非常に空虚

な気持ちで絵本を閉じることになる。人間の死 とは空虚で受け入れがたいものではあるが、 これ

では気持ちが浮いたまま落ち着かない。たとえ大切な人が死んでも残された人間は生 きていかな

ければならない。バーニンガムは、最終画面を背景のみカラー、孫娘には着色 しなかった。全 く

のカラーにはしないことで孫娘のやるせない思いやつ らさを残そうとしたのではないか。色彩あ

ふれる画面は現実や充足を感 じさせ、単色は非現実やさびしげな印象を与える。前述のとおり、

仲違い後の画面はフルカラーで描かれ幸せいっぱいの様子だった。カラー背景の中に無着色の人

物を置くということは、現実を見なければならない孫娘の状況 とそれでも空白が埋まらない心情

を同時に表現 している。

3.朝 もや と夕 暮 れ― ガ ース ・ウ ィ リアムズ 『しろ い うさ ぎと くろ い うさぎ』

最後に 『しろいうさぎとくろいうさぎ』11を取 り上げる。 この絵本は、色数や明度 ・彩度を抑え

た色使いがなされる。使われる色が鮮やかならば店頭などでより人 目をひくが、色彩が豊かであ

れば豊かであるほどよい絵本だとは限らない。まず、絵本における色の調子をまとめたものとし

て、以下の文章を引用する。
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色には、赤や青や黄のようないわゆる色(色 相)と ともに、同じ色でも鮮やかな色であった

り、 くすんだ色(彩 度)の 要素や、明るさ(明 度)の 違いなどがあり、絵ではこうした三つ の

要素が微妙に関係 しながら、絵の色の雰囲気、色の調子を構成 している。絵本は、 こうしてつ

くられた一つ一つ の絵が連続 して展開するため、画面 と画面のあいだにも色調の違いが生まれ

る。(中 略)絵 本はさまざまな色調 とともに、 こうした色の効果を画面 ごとに変化させること

により、ス トー リーや、絵の描写内容 とあいまって、絵本のなかで展開する感情表現をさらに

効果的に演出することも可能なのである。12

『しろ い う さ ぎ と くろ い うさ ぎ』 は黒 ・黄 ・青 の三 色 印 刷 な の で 、 白 ・黒 ・黄 ・緑 ・青 の五 色

に よ って の み描 きだ さ れ る。 野 うさ ぎを主 人 公 と して お り野 原 を背 景 と した緑 色 の画 面 が多 い。

ほぼ 同 じよ うな色 調 が続 くが、 そ の な か に彩 度 ・明度 が極 端 に低 い画 面 が三つ あ る。

一つ 目は第 二 画 面 で あ る
。 一 文 目の テ クス トは 「しろ い うさ ぎ と くろ い うさ ぎ、 二 ひ きの ち い

さ な う さ ぎが 、 ひ ろ い も りの な か に、 す ん で い ま した。」 と あ り、 霧 か もや が か か っ た よ うな森

に二 匹 の うさ ぎが描 か れ る。 二 匹 の外 側 に黄 色 い花 が い くつ か 咲 い て い る。 黄 は花 の み、 緑 は森

の木 や 草 の 一 部 分 に だ け着 色 され て い る。 全 体 的 に灰 色 の画 面 だ。 第 三 画 面 に は、 「ま い あ さ、

二 ひ きは、 ね ど こか らは ね お きて、 あ さ の ひ か りの な か へ、 とび だ して い きま した。 そ して、 い

ち に ち じゅ う、 い っ し ょに た の し くあ そ び ま した。」 と書 か れ る。 こ こか ら、 第 二 画 面 の もや は

早 朝 の もや だ と推 察 で き る。 原 文 に も、 「Every morning they hopped out of bed and out into

the early morning sunshine.」13(下 線 は筆 者 に よ る。)と あ り、 朝 日が 昇 る時 間 帯 で あ る こ とが

は っ き り して い る。

第 三 画 面 以 降、 くろ い うさ ぎが 「か な しそ うな か お で」 考 え こむ場 面 は全 体 的 に黄 緑 色 の野 原

が続 く。

第 十 三 画 面 で二 匹 は結 婚 式 を行 う。 色 調 が変 化 す る二つ 目の画 面 で あ る。 全 体 的 に青 っぽ い灰

色 の 中 に二 匹 が耳 に さ した タ ンポ ポ の黄 色 だ け が色 鮮 や か に浮 か び あ が り、 緑 の草 場 は わず か で

あ る。 画 面 右 に は真 っ白 な満 月 が 出 て、 他 の うさ ぎた ち が輪 に な って踊 りは じめ る。 満 月 の描 写

か ら、 二 匹 が野 原 で遊 ん で い た 日中 は終 わ り 日が暮 れ て夜 に な った と分 か る。

第 十 四画 面 で は さ らに 明度 が 落 ち る。 タ ンポ ポ の花 以 外 は ほぼ無 彩 色 で 表 現 され る この画 面 が 、

三つ 目で あ る。 森 に住 む動 物 た ち が うさ ぎの ダ ンス を見 に来 て い る。 テ クス トに は 「(前半 略14)

あ か る いつ き の ひ か りの な か で 、 ダ ンス は ひ とば ん じ ゅ うつ づ き ま した 。」 とあ るが 、 明 る い光

を放つ 月 は描 かれ ない。 空 の部 分 は ご く薄 く青 が か って い るだ けで ほ ぼ薄 い グ レーだ。 ハ ー フ トー

ンの 中 に、 二 人 の幸 せ を示 す黄 色 い花 だ け が浮 か び上 が って い る。 月 の光 を照 り返 す の は タ ンポ

ポ だ け の よ うだ。

第 十 四 画面 の 原 文 で は 「The other animals of the forest came to watch the wedding dance

and they too danced all night in the moonlight.」15(下 線 は筆 者 に よ る。)と 語 られ 、 画 面 に は

描 か れ て い な い月 光(moonlight)の 語 が あ る。 対 して 、 第 十 三 画 面 は月 が 描 か れ て は い る が

「moon」 や 「moonlight」 の 語 が な い。 っ ま り第 十 三 ・十 四画 面 に ペ ー ジの区 切 りは あ る が、 一



62愛 知淑徳大学教育学研究科論集 第2号

つの場 面 と して ま とめ る こ とが で き る。

第 十 五 画 面 が最 終 画 面 、 結 婚 式 の後 日譚 で あ る。 昔 話 に あ て は め るな らば め で た しめ で た し と

い う終 結 部 だ。 全 体 的 に緑 色 の画 面 に草 を食 む二 匹 が描 か れ、 テ クス トに よ って ハ ッ ピー エ ン ド

が語 られ る。 テ ク ス ト最 後 の 一 文 は、 「それ か ら とい う もの 、 くろ い うさ ぎ は、 も う け っ して 、

か な しそ う なか お は しま せ ん で した って 。」 で あ る。 そ れ に もか か わ らず二 匹 の 表 情 は明 る くな

く、 む しろ無 表 情 で単 な る ウサ ギ の描 写 だ とい って よ い。

二 匹 は これ ま で の物 語 中 で、 楽 しげ な顔 、 悲 しげ な顔 、 驚 い た顔 、 幸 せ そ うな顔 な ど、 人 間 の

よ う に さ ま ざ ま な表 情 を 披 露 して き た16。動 作 に して も、 第 十 二 画 面 の手(前 足)を 取 り合 う姿

や、 表 紙 と裏 表 紙 の二 足 歩 行 で前 足 を手 の よ うに使 う し ぐさ は、 非 常 に人 間 的 で あ る。 しか し最

終 画 面 で は無 表 情 で草 を食 ん で お り、 ウサ ギ本 来 の姿 が見 え るの は な ぜ か。

こ こで色 調 の変 化 に も う一 度 注 目 した い。 三 枚 の灰 色 の画 面 は、 始 め に一 枚 と終 わ りに二 枚 お

か れ て い る。 第 三 画 面 か ら第 十 四画 面 で は、 二 匹 の うさ ぎの一 日を追 って い る こ とが テ クス トか

ら読 み取 れ る。 灰 色 の 画面 は 「sunshine」 と 「moonlight」 の時 間 帯 を示 し、 そ れ に は さ ま れ る

物 語 内 容 は二 匹 の う さ ぎ が結 婚 す る一 日だ 。 原 題 『THE RABBITS'WEDDING』 そ の ま ま で

あ る。 二 か所 の灰 色 の画 面 に は さ ま れ た二 匹 の うさ ぎは、 ま るで人 間 の よ うに遊 び、 悩 み、 会 話

し、 結 婚 式 を挙 げ るの だ。

朝 もや で始 ま り夕 暮 れ(日 没)で 区切 られ た うさ ぎは、 現 実 世 界 とは違 った空 間 に置 か れ て い

る。 二つ あ る灰 色 の画 面 は、 物 語 内 に あ る虚 構 世 界 の額 縁 の役 割 を果 た して い る とい え よ う。 灰

色 の画 面 を境 と して、 生 物 学 的 な“ ウサ ギ” か ら人 間 的 な生 活 を お く る“ しろ い うさ ぎ と くろ い

うさ ぎ” に変 容 し、 再 び元 に戻 るの だ。 よ って、 月 明 か りに照 らさ れ る結 婚 式 の夜 を過 ぎた二 匹

の うさ ぎは、 ま るで本 物 の ウサ ギ の よ うな姿 や し ぐさ で描 か れ て い るの で あ る。

お わ りに

絵本における色調の変化は、読者の意識をひきつけることができる。鮮やかな色の中にモノトー

ンを、またモノトーンの中に鮮やかな色を一部挿入すると、より印象を強めることになる。明度

や彩度の利用 も作者によるしかけである。 このような効果は、 日常世界から少 し外れた世界を描

き出す方法の一つ でもある。絵本の登場人物はしばしば異世界に 「行 って帰 る」17という構造をも

っ。そんな非 日常の世界をおとずれる登場人物の姿や場面を見 ると、読者は注意をひかれてふと

立ち止まる。疑問をもったり絵本のテーマについて考えたりする。

絵本内の変化は感慨深さや余韻を感 じさせ読者に考えるきっかけを与える。考える対象は生の

喜びや死、対人関係などさまざまである。絵本の画面からしか導 き出せない解釈やテクス トと一

体になってはじめて読みとれるメッセージなど、前面には出てこない問題提起 もあるだろう。絵

本は、字だけではなく、絵を併せて読むものである。色調の変化は 「絵本」 という表現が読者に

考えるきっかけをもたらす手段 と考えられる。
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[注]

1松 本 猛『 絵 本 論： 新 しい芸 術 の可 能 性 を求 め て』 岩 崎書 店　 1982.2.10　 p87

2キ ャ シー ・ス テ ィ ンス ン文　ロ ビ ン ・ベ ア ー ド ・ル イ ス絵 『あか が い ち ばん 』 ほ るぷ 出版

2005.11(『RED　 IS　BEST』1982)

3脇 明子『 読 む力 は生 き る力 』 岩 波 書 店　2005年1月18日　 191p.　 pp62-63

4 3に 同書　 p63

5ル ー ス ・ク ラ ウス文　マ ー ク ・サ イ モ ン ト絵　き じま は じめ訳 『は な を くん くん』 福 音 館 書 店

1967.3.20(『THE　 HAPPY　 DAY』1949)

6ジ ョ ン ・バ ー ニ ンガ ム作　谷 川 俊 太 郎 訳『 お じい ち ゃん 』 ほ るぷ 出版　 1985.8.15

7John　 Burningham『GRANPA』Jonathan　 Cape　 1984

8セ ピア色 で描 か れ るペ ー ジの分 類
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第十四画面
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第九画面
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第十画面

第十三画面

化 粧 を して い るぬ い ぐる み の くま(女 の子)。 ネ ッ ク レス、 背 中 に リボ

ンがつ い た ワ ン ピー ス、 ハ イ ヒー ル を身 につ けて い る。

湖で 「くじらがつれた」時に竿を引かれるお じいちゃんと、お じいちゃ

んが湖に引きずり込まれないように足を抱えて支える孫娘の様子。

船が、船体の何倍にもあたるたくさんの煙を空に浮かべる様子。船はお

そらくアフリカ行きであろう。右奥に黒い陸地のようなものが見える。

浜 辺 へ 行 く 日の 、 「お ち ゃに か え って 」 こな い とい け な い 四 時 の テ ー ブ

ル の様 子 。 お 茶 と ケ ー キが 用 意 され て お り、 花 も生 け られ て い る。

浜 辺 の砂 で 作 り上 げ られ た作 品 。 現 実 は作 って い る途 中 で あ る。 サ ンダ

ルや シ ャベ ル、 ヒ トデ、 貝 殻 が 近 くに あ り、 孫 娘 の も のだ と思 わ れ る足

跡 が 残 って い る。

「あ る と しの くりす ます 」 に子 ど も のお じい ち ゃん が 、 は りー とふ ろー

れ ん す と一 緒 に 「や の よ う に(お か を)す べ りお り た」 様 子 。 一つ の ソ

リに乗 って い る三 人 組 が そ うで あ ろ う。 他 の子 ど も た ちや 動 物 も ソ リす

べ りや 雪 だ る ま作 り に い そ しみ 、 雪 にお お わ れ た丘 を楽 しん で い る。

じ ょう ろや 植 木 鉢 、 植 物 の種 の袋 、 小 さ な苗 、 シ ャベ ル な どの 道 具 類 。

男の子二人と女の子一人がオルガンに合わせて歌をうたっている。第十

二画面に登場するハ リーとフローレンスとお じいちゃんの子ども時代だ

とも考え られるが詳細は不明。女の子の髪型はおさげで第十二画面のフ

ローレンスと合致するが、男の子二人には共通点が見 られない。

雨 も よ う の池 で 飛 び跳 ね て い る カ エ ル。 池 に は蓮 の花 や 葉 。

テ ニ ス の ラ ケ ッ トや ボ ー ル、 ハ ンマ ー な ど。 幼 年 時 代 のお じい ち ゃん の

遊 び道 具 だ と考 え られ る。 ク モ の巣 が か か って い る こ とや 枯 葉 の た ま り

具 合 か ら、 長 年 使 わ れ て い な い こ とや 年 月 の経 過 が うか が わ れ る。

氷 枕 や ガ ラ ス の コ ップ、 体 温 計 、 飲 み 薬 の容 器 、 錠 剤 の 薬 な ど。
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9灰 島 か り編『 英 米 絵 本 の ベ ス トセ ラ ー40:心 に残 る名作 』 ミネ ル ヴ ァ書 房　 2009.7.10　 p136

10丘 の考 察

第 十 二 画 面 で、 子 ど もの ころ の お じい ち ゃん は、 友 人 か兄 弟 だ ろ うハ リー と フ ロー レ ンス

と一 緒 に丘 を ソ リで 滑 り降 りた経 験 が あ る。 雪 の積 もる 日の 散歩 で、 お じい ち ゃん は 「は りー
　 　 　 　

とふ ろー れ ん す と わ しは あ の お か をや の よ うに す べ り お りた もの さ。」 と話 す 。 散 歩 コー ス

が丘 の近 くだ と考 え られ よ う。 孫 娘 が ベ ビー カ ー を押 して行 け る距 離 に あ る。 よ って最 終 画

面 で孫 娘 が疾 走 す る丘 は、 この場 所 だ と考 え られ る。

ま た、 表 紙(日 本 語 版)を 見 る と、 車 輪つ きの ソ リに の った お じい ち ゃん と背 中 につ か ま

る孫 娘 が坂 道 を滑 り降 りて い る シー ンで あ る。 な お、 この絵 は本 文 中 に登 場 しな い。 お じい
　 　 　 　

ちゃんは手に綱を持ち、斜面は芝生だろうか緑色である。雪は積 もっていないが 「あのおか」

だと考えられる。おじいちゃんに抱 きついて顔を寄せる孫娘は、幸せそうに微笑んでいる。
　 　 　 　

おそらく最終画面の孫娘は、おじいちゃんとの思い出の場所のひとつである 「あのおか」に

向かっていると考察できる。

第十五画面に続いて最終画面でも孫娘は色を失ったままだ。無着色のまま疾走する孫娘は、

思い出の丘に向かい、表紙のような“かつての色” を取 り戻すことを暗示 しているかのよう

だ。“色” には、現実性や前進、幸せが象徴されよう。亡 くなった家族 との思い出と共にあ

るということは、残された者にとって生 き続ける助けとなる。孫娘は、おじいちゃんの思い

出を胸に“色” を取 り戻そうと走 っているのではないか。

この着彩の有無は、最終画面を見終わった読者を同じ丘が描かれた表紙の絵へと導 く。表
　 　 　 　

紙 に は鮮 や か な色 彩 が あ ふ れ る。 『お じい ち ゃん 』 は、 「あ の お か」 を 中心 と して絵 に 円環 性

を もた せ た物 語 で あ る。

11ガ ー ス ・ウ ィ リア ム ズ作 絵　松 岡 享 子 訳『 しろ い う さ ぎ と くろ い う さ ぎ』 福 音 館 書 店

1965.6.1

12松 本 猛『 絵 本 論:新 しい芸 術 の可 能 性 を求 め て』 岩 崎書 店　 1982.2.10　 p106-107

13Garth　 Williams『THE　 RABBITS'WEDDING』Harper&Row　 1958

14第 十 四画 面 の テ クス ト前 半 部 分

「も りに す む ほか の ど うぶつ た ち も、 ダ ンス を み に や って き ま した。 そ して 、 い っ し ょに

お ど りま した。」

15　 13に 同書

16二 匹 の うさ ぎの表 情 の例

楽 しそ うな顔 …第 三 画 面(し ろ い うさ ぎ)、 第 四 画 面(二 匹 と も)

悲 しそ うな顔 …第 五 、 六 、 八 、 九 画 面(く ろ い うさ ぎ)、

驚 い た よ うな顔 …第 十 画 面(し ろ い うさ ぎ)、 第 十 一 画 面(く ろ い う さ ぎ)

幸 せ そ うな顔 …第 十 二 、 十 三 、 十 四画 面(二 匹 と も)

17瀬 田貞 二『 幼 い子 の文 学 』 中央 公 論 社　 1980.1.25　 p6(中 公 新 書563)



絵本 の色調変化 による効果 ～幻 ・異世界 にま じわる登場人物 ～65

[参考 文 献]

河 合 隼 雄 ・長 田 弘『 子 ど もの本 の森 へ』 岩 波 書 店　 1998.2.3

河 合 隼 雄 ・松 井 直 ・柳 田邦 男 『絵 本 の力 』 岩 波 書 店　 2001.6.18

清 水 眞 砂 子『 子 ど もの 本 と は何 か 』 か わ さ き市 民 ア カ デ ミー 出版 部　 2003.4.30(か わ さ き市 民

ア カ デ ミー講 座 ブ ッ ク レ ッ ト　No.17)

中川 素 子『 絵 本 は ア ー ト:ひ らか れ た絵 本 論 を め ざ して』 教 育 出版 セ ン ター　 1991.8.4

永 田桂 子 『よ い 「絵 本 」 とは どん な もの?』 チ ャイ ル ド本 社　 2007.6.30

長 谷 川 摂 子 『絵 本 が 目を さ ま す と き』 福 音 館 書 店　 2010.3.25

深 田智“ 絵 本 に隠 され た視 座 と視 線、身 体 的経 験―『 しろい うさ ぎ と くろ い うさ ぎ』 の意 味世 界―”

聖 トマ ス大 学 サ ピエ ンチ ア:英 知 大 学 論 叢　45,157-174,2011-02

余 郷 祐 次“ 絵 本 の色 彩 表 現 の研 究― 絵 本 『ぐ り と ぐ ら』 の分 析 を 中心 に―” 全 国大 学 国語 教 育 学

会 全 国大 学 国語 教 育 学 会 発 表 要 旨集　111,181-184,2006-09-30


